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世
界
で
も
稀
な
大
地
震
。
戦
慄
の
大
津
波
。
加
え
て
深
刻
な
原
発
事
故
。
日
本
人
は
筆
舌
尽
く
し
が
た
い

思
い
を
抱
き
な
が
ら
も
取
り
乱
す
こ
と
な
く
、
自
然
の
猛
威
を「
現
実
」と
し
て
静
か
に
受
け
止
め
、
前
向
き

に
生
き
る
。３
・
11
東
日
本
大
震
災
は
現
代
社
会
に
大
き
な
課
題
を
投
げ
か
け
た
。発
生
か
ら
２
カ
月
近
い
。

復
旧
か
ら
復
興
、
再
生
へ
の
歩
み
は
着
実
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
新
た
な
生
き
方
、
国
土
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
る
。
日
本
は
自
然
が
豊
か
で
本
当
に
美
し
い
国
土
だ
。
半
面
、
自
然
条
件
の
厳
し
い
暮
ら
し
づ

ら
い
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
国
土
で
も
あ
る
。
先
人
た
ち
は
何
度
も
自
然
か
ら
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、

自
然
に
働
き
か
け
て
住
み
や
す
い
国
土
に
作
り
変
え
、子
々
孫
々
に
伝
え
て
き
た
。
日
本
は
必
ず
立
ち
上
が

る
。
歴
史
に
も
学
び
つ
つ
、
国
土
の
あ
り
方
を
探
り
た
い
。（
大
石
久
和・国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

復興へ祈りと笑顔の絆
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「
自
然
が
牙
を
む
い
た
」。
日
本

も
世
界
も
驚
愕
し
た
大
震
災
。
被

災
の
惨
状
の
中
で
も
日
本
人
は

粛
々
と
生
き
る
。
そ
の
モ
ラ
ル
の

高
さ
に
海
外
メ
デ
ィ
ア
は
驚
き
、

称
賛
し
た
。
悲
し
み
の
中
に
も
救

い
で
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
誇
ら

し
い
。
日
本
人
特
有
の
こ
の
精
神

性
や
、私
た
ち
が
暮
ら
す
国
土
は
、

先
人
た
ち
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ま
い
。

　

厳
し
い
条
件
が
複
合
的
に
重
な

り
合
っ
た
国
土
。
先
人
た
ち
は

文字を大きく  目に優しく

建
設
業
界
、郷
土
愛
で
総
力

脆
弱
な
国
土
を
住
み
や
す
く

先
人
は
大
変
な
苦
労
と
投
資

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ

ト
理
事
長
・
西
本
由
美
子
さ
ん

（
57
）
の
自
宅
は
、
福
島
第
一
原
発

ず
っ
と
貧
し
か
っ
た
時
代
か
ら
、

技
術
力
と
組
織
力
で
堤
防
を
造

り
、
川
の
流
れ
を
変
え
、
治
水
し
、

耕
地
面
積
を
増
や
し
、
少
な
い
可

住
地
を
開
拓
し
て
住
み
や
す
い
環

境
に
作
り
変
え
て
き
た
。
何
度
も

自
然
の
猛
威
に
打
ち
ひ
し
が
れ
、

必
死
の
努
力
で
立
ち
上
が
り
生
き

て
き
た
。
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

財
産
を
受
け
継
い
だ
中
に
、
今
の

私
た
ち
の
生
活
が
あ
る
。

　

日
本
の
国
土
が
他
国
に
比
べ
、

大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
て
い
る

こ
と
は
、
６
～
７
面
の
詳
報
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
。

　

日
本
の
国
土
面
積
は
狭
い
。
そ

こ
に
世
界
の
地
震
の
多
く
が
発
生

す
る
。
世
界
有
数
の
地
震
大
国
。

ド
イ
ツ
は
地
震
の
可
能
性
が
あ
る

地
域
は
国
内
に
存
在
せ
ず
、
フ
ラ

ン
ス
も
山
岳
部
の
ほ
ん
の
一
部
で

あ
る
。
日
本
は
構
造
物
の
設
計
で

も
、
全
土
で
常
に
地
震
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

わ
が
国
は
古

い
に
し
えか
ら
「
豊と

よ
あ
し
は
ら
の

葦
原
瑞み

ず

穂ほ
の
く
に国
」
と
言
わ
れ
稲
作
に
適
し
て

い
る
。
裏
を
返
せ
ば
田
植
時
の
梅

雨
期
に
雨
が
多
く
降
る
か
ら
で
、

豪
雨
や
洪
水
被
害
も
多
い
。
台
風

も
日
本
を
狙
い
す
ま
し
た
よ
う
に

襲
来
す
る
。
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
山
々
と
狭
い

平
野
、
軟
弱
地
盤
な
ど
様
々
な
条

件
を
考
え
る
と
、
日
本
の
国
土
は

い
か
に
イ
ン
フ
ラ
や
環
境
整
備
で

気
候
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
豊
か

に
暮
ら
せ
な
い
か
が
分
か
る
。

　

日
本
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に

比
べ
、
地
震
や
水
害
に
注
意
深
く

対
策
を
す
る
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を

負
い
な
が
ら
国
を
発
展
さ
せ
て
き

た
。
脆
弱
な
国
土
を
住
み
や
す
い

環
境
に
す
る
た
め
、
先
人
た
ち
は

大
変
な
苦
労
と
投
資
を
し
て
き
た

の
だ
。　
　
　
（
２
面
に
続
く
）

の
退
避
区
域
で
立
ち
入
り
禁
止
。

避
難
所
か
ら
東
京
の
息
子
宅
に
身

を
寄
せ
て
い
る
が
、
ま
だ
事
態
を

受
け
止
め
切
れ
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
知
り
合
っ
た
青
森
や
宮
城

の
高
校
生
や｢

道
づ
く
り
女
性
の

会｣

の
仲
間
の
応
援
も
心
強
い
。

絆
を
励
み
に
前
向
き
に
頑
張
ろ
う

と
誓
う
。（
11
面
に
「
私
の
道
」）

絆
を
励
み
に
前
向
き
に
頑
張
ろ
う！

派
遣
作
業
員
、 延
べ
２
万
人
超

　

災
害
復
旧
の
最
前
線
に
は
常
に
地
域
の
土
木
・
建
設
業
に
携
わ
る
人
々
が
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も
、

彼
ら
の
郷
土
愛
が
復
旧
、
復
興
、
再
生
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会
の
会
員
企

業
は
、
総
力
を
挙
げ
て
国
土
の
再
生
に
取
り
組
む
。

　

震
災
10
日
後
の
３
月
21
日
、
盛

岡
市
の
北
、
滝
沢
村
に
あ
る
岩
手

県
へ
の
救
援
物
資
の
集
積
拠
点
、

岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
ピ

オ
）
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。
自
衛

隊
や
消
防
と
協
力
し
な
が
ら
土
砂

や
が
れ
き
の
撤
去
に
あ
た
る
地
元

建
設
業
界
。
道
路
は
何
と
か
復
旧

見
通
し
が
つ
い
た
が
被
災
地
ま
で

の
燃
料
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
。

　

そ
こ
に
国
交
省
岩
手
河
川
国
道

事
務
所
の
仲
介
で
北
海
道
建
設
業

協
会
か
ら
救
援
物
資
が
届
い
た
の

だ
。
生
活
用
品
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ

ク
の
ほ
か
、
地
元
業
者
へ
の
燃
料

を
積
ん
だ
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
来

た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

北
の
大
地
か
ら
の
救
援
物
資
を

積
ん
だ
15
台
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
た
一
行
は
、

八
幡
平
市
と
釜
石
市
に
直
行
し
、

ア
ピ
オ
に
待
機
し
た
地
元
業
者
も

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
乗
り
込
み
被

災
地
に
向
か
っ
た
。

　

主
な
支
援
物
資
は
、
軽
油
27
・

７
㌔
㍑
、
灯
油
54
・
７
㌔
㍑
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
粉
ミ
ル
ク

な
ど
６
㌧
。
宮
古
市
、
釜
石
市
、

岩
泉
町
、
大
槌
町
沿
岸
部
、
盛
岡

市
内
周
辺
の
病
院
に
配
ら
れ
た
。

　

物
資
は
札
幌
、
空
知
、
帯
広
、

留
萌
、
室
蘭
の
５
地
区
会
員
企
業

か
ら
の
無
償
提
供
だ
。

　

東
北
６
県
の
建
設
業
協
会
と
北

海
道
建
協
は
古
く
か
ら
の
交
流
が

あ
り
、
今
回
の
支
援
隊
長
、
砂
子

邦
弘
・
空
知
建
設
業
協
会
副
会
長

は
「
岩
手
の
企
業
は
知
り
合
い
も

多
く
北
海
道
の
協
力
会
社
に
は
岩

手
の
人
も
い
る
。
少
し
で
も
被
災

地
の
役
に
立
て
れ
ば
」
と
話
す
。 

　

政
府
は
当
面
の
復
旧
に
地
元
建

設
業
者
の
力
が
不
可
欠
と
判
断
、

進
行
中
の
公
共
工
事
な
ど
を
必
要

に
応
じ
て
一
旦
中
止
す
る
よ
う
自

治
体
な
ど
発
注
者
に
要
請
す
る
と

と
も
に
、
地
元
業
界
に
復
旧
へ
の

協
力
を
求
め
た
。
被
災
し
た
業
者

も
あ
り
、
建
設
機
材
も
流
出
。
公

共
工
事
中
止
に
伴
う
資
金
繰
り
も

不
安
だ
。

　

し
か
し
、
地
震
や
津
波
で
壊
滅

し
た
町
で
は
道
路
が
ど
う
通
っ
て

い
た
か
、
町
並
み
は
ど
う
だ
っ
た

か
、
地
元
の
事
情
に
詳
し
い
地
域

業
者
の
力
が
必
要
だ
。
そ
し
て
何

よ
り
、
郷
土
へ
の
熱
い
思
い
が
あ

■
全
国
建
設
業
協
会
と
は

　

土
木
・
建
設
業
界
は
、
全

国
約
２
万
１
千
社
の
建
設
業

者
が
47
都
道
府
県
ご
と
に
建

設
業
団
体
を
組
織
。
そ
の
地

域
団
体
が
社
団
法
人
全
国
建

設
業
協
会
の
会
員
を
構
成
。

地
域
経
済
社
会
を
支
え
る
基

幹
産
業
と
し
て
雇
用
の
維
持

は
じ
め
、
河
川
・
道
路
な
ど

環
境
保
全
や
災
害
時
の
応
急

復
旧
活
動
、
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
む
。
す
ぐ
れ
た
技

術
者
、
技
能
者
の
確
保
や
将

来
に
わ
た
っ
て
技
術
、
技
能

の
継
承
が
出
来
る
環
境
づ
く

り
も
活
動
の
大
き
な
柱
だ
。

社団法人 全国建設業協会

る
。

　

他
に
も
知
ら
れ
ざ
る
作
業
が
あ

る
。
遺
体
の
土
葬
だ
。
厚
生
労
働

省
は
、
市
町
村
が
発
行
す
る
埋
火

葬
許
可
証
な
し
で
火
葬
や
土
葬
で

き
る
よ
う
、
遺
体
の
埋
火
葬
手
続

き
に
関
す
る
特
別
措
置
の
適
用
を

各
県
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
国

交
省
を
通
じ
て
全
国
建
設
業
協
会

に
協
力
を
要
請
し
た
。

　

被
災
し
た
火
葬
場
も
あ
り
、
膨

大
な
遺
体
は
火
葬
し
き
れ
な
い
。

数
年
後
、
火
葬
し
直
す
ま
で
の
仮

埋
葬
だ
。
全
国
建
設
業
協
会
の
関

係
者
は
「
穴
は
掘
る
が
、
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
で
の
埋
め
戻
し
は
し
の
び

な
い
。
土
は
遺
族
に
被
せ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
地
元
業
者
や
自
衛

隊
員
ら
は
、
心
を
こ
め
て
弔
い
な

が
ら
も
苦
衷
が
の
ぞ
く
。

　

被
災
地
の
仮
設
住
宅
に
お
い
て

も
、
着
工
は
遅
れ
て
い
る
。
が
れ

き
置
き
場
も
満
杯
状
態
。
地
元
の

土
木
・
建
設
業
界
抜
き
に
再
興
は

あ
り
得
な
い
。
復
興
へ
の
道
の
り

は
長
く
厳
し
い
。
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
む
全
国
建
設
業
者
の
連

帯
感
と
、
熱
い
郷
土
愛
が
日
本
を

支
え
る
。

土
葬
の
仮
埋
葬
に

建
設
業
界
も
協
力

　

国
土
交
通
省
が
全
国
の
地
方

整
備
局
か
ら
出
動
さ
せ
た
復

旧
・
復
興
対
策
の
車
両
は
照
明

車
、
排
水
ポ
ン
プ
車
、
対
策
本

部
車
、
待
機
支
援
車
、
散
水
車
、

情
報
収
集
車
、
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ

れ
ら
の
車
両
の
運
用
に
は
、
全

国
の
土
木
・
建
設
業
者
が
全
面

的
に
協
力
し
て
い
る
。

　

東
北
建
設
業
協
会
連
合
会
の

会
員
企
業
が
国
と
の
協
定
に
基

づ
き
派
遣
し
た
作
業
員
数
は
、

４
月
25
日
ま
で
で
延
べ
２
万
人

に
達
し
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
や
ダ
ン

プ
、シ
ョ
ベ
ル
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、

ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
、
重
機
類
も
大
量
に
投
入
し

た
。

　

日
々
増
強
さ
れ
る
数
が
あ
ま

り
に
も
膨
大
で
、
集
計
し
切
れ

な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
関
係
者

は
「
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
船
舶
や
自
動
車
を
含
む

大
量
の
瓦
礫
だ
。
そ
れ
ほ
ど
被

害
が
甚
大
な
ん
で
す
」と
話
す
。

重
機
も
大
量
投
入

避
難
所
で
「
希
望
」
の
歌
声
を
届

け
る
岩
手
県
立
不
来
方
高
校
の
生

徒
に
あ
わ
せ
て
振
り
付
け
を
楽
し

む
子
供
た
ち
＝
４
月
１
日
、
同
県

大
槌
町
（
朝
日
新
聞
社
提
供
）


